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首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会
︵
河
内
廣
治
会
長
・
埼
玉
県
・
南
赤
谷
出
身
︶

で
は
、
会
員
を
は
じ
め
、
村
出
身
者
の
親
睦
と
融
和
を
目
的
に
﹁
納
涼
会
﹂

を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
関
川
村
か
ら
食
材
も
取
り
寄
せ
、
ふ
る
里
の
味
を
堪
能
す
る

予
定
で
す
。
首
都
圏
及
び
首
都
圏
近
県
に
お
住
ま
い
で
村
出
身
の
お
知
り

合
い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。
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時
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︶
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時
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時
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︵
受
付
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時
30
分
〜
︶

　
会
場
‥
東
京
新
潟
県
人
会
館
　
２
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
東
京
都
台
東
区
上
野
１—

13—

６
︶

　
申
込
‥
６
月
24
日︵
金
︶
ま
で
　

　
　
　
　
　
　
　
村
事
務
局
︵
農
林
観
光
課
内
︶
☎
６
４—

１
４
７
８

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

第
８
回

納
涼
会
参
加
者
募
集

臨
時
議
会

議 会 の

動 　 き

　
報
　
　
告

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
に
係
る
繰
越
額
の
報
告

＊
―
年
度
内
の
支
払
い
が
終
わ
ら

な
い
と
見
込
ま
れ
た
総
務
管
理
費

の
地
域
情
報
通
信
事
業
や
農
業
費

の
県
営
土
地
改
良
事
業
な
ど
を
28

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

　
承
　
　
認

■
関
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
３
月
31
日
付

け
で
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　
補
正
予
算
︵
専
決
︶

■
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算

︵
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
︶

＊
―
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
、
決
算
を
見
通
し

て
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
広
報
せ
き
か
わ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
財
産
の
取
得

■
除
雪
機
械
の
取
得
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ド
ー
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ｔ
級
２
台
︶

▽
契
約
金
額
　

　
３
１
８
３
万
８
千
４
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▽
契
約
相
手
　
坂
町
重
機
工
業

■
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雪
機
械
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得

︵
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︶

▽
契
約
金
額
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８
千
円

▽
契
約
相
手
　
坂
町
重
機
工
業

５月17日

村人会会員募集中
　首都圏在住関川村人会では、会員を募集

しています。首都圏及び首都圏近県にお住

いの親戚や同級生など、お知り合いの方が

いましたら、ぜひご紹介ください。

　村人会を通じて、たくさんの方々と絆を

深めたいと考えています。

首都圏在住関川村人会とは
　首都圏及び首都圏近県にお住いの村出身

者の会です。毎年、東京を会場に納涼会や

総会・交流会を開催しています。

　年会費は３千円。

【問い合わせ先】

　村事務局（農林観光課内）☎ 64−1478

　首都圏事務局　渡辺勝蔵

　　　　　　　　　　☎ 04−7157−1050



フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
発
展

　

さ
ら
な
る
交
流
を

多
様
化
す
る

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

移
住
に
向
け
て

　
　

環
境
を
整
備
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交流から定住へ
地域を担う
産業の振興

地方
創生

　
昭
和
58
年
に
始
め
た
﹁
い
で
湯

の
関
川
ふ
る
里
会
﹂
は
、
34
年
目

を
迎
え
、
毎
年
３
百
を
超
え
る
方

が
会
員
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
で
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
関
川
村
人

会
と
と
も
に
、
関
川
村
の
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
と
し
て
大
切
な
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
協
会
︵
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
︶
や
さ
い

た
ま
市
、
東
京
の
大
手
商
社
と
の

交
流
も
10
年
以
上
続
い
て
お
り
、

村
の
活
性
化
の
た
め
に
継
続
し
て

交
流
を
続
け
、
人
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
的
に
も
さ
ら
な
る
発
展
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
移
住
の
ス
タ
イ
ル
も
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
。
就
職
や
転
職
な
ど
を

機
会
に
出
身
地
に
戻
る
Ｕ
タ
ー
ン
、

都
会
か
ら
農
山
村
へ
移
住
す
る
な

ど
、
出
身
地
と
は
別
の
地
方
に
移

住
す
る
Ｉ
タ
ー
ン
、
都
会
に
住
む

若
い
世
代
が
祖
父
母
の
暮
ら
す
地

域
へ
移
住
す
る
孫
タ
ー
ン
な
ど
。

孫
タ
ー
ン
は
、
地
縁
・
血
縁
の
な

い
場
所
へ
移
住
す
る
Ｉ
タ
ー
ン
と

違
い
、
祖
父
母
や
親
戚
が
い
る
た

め
移
住
に
踏
み
切
る
ハ
ー
ド
ル
が

低
い
と
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
て
い

る
移
住
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
都
会
に
暮
ら
す
人

が
、
週
末
や
１
年
の
う
ち
の
一
定

期
間
を
農
山
村
で
暮
ら
す
２
地
域

居
住
と
言
わ
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
田
舎
暮

ら
し
を
志
向
す
る
人
は
若
い
子
育

て
世
代
も
含
め
て
増
え
て
お
り
、

田
園
回
帰
と
言
わ
れ
る
現
象
が
全

国
的
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
移
住
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

村
民
皆
さ
ん
の
理
解
が
不
可
欠
で

す
。
村
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
通
し
て
移
住
促
進
の
機
運
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
を
運
営
し
空
き
家
の
売
買
を
促

進
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

場
合
に
は
、
住
宅
改
修
費
の
上
乗

せ
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
３
期
に
わ
た
っ
て
整
備
し
た
若

者
向
け
住
宅
は
、
需
要
を
確
認
し

な
が
ら
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
宅
地
分
譲
事
業
は
、

66
区
画
が
完
売
し
た
こ
と
か
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
次
の
事
業
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
進
学
で
一
度
村
を

離
れ
た
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進

す
る
た
め
、
奨
学
金
の
一
部
返
済

を
免
除
す
る
制
度
を
つ
く
り
、
村

内
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
関
川
村
に
魅
力
を
感
じ
、
交
流

や
移
住
を
希
望
す
る
方
々
を
歓
迎

す
る
ム
ー
ド
を
高
め
、
お
互
い
が

豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
村
の
良
さ
を
全
国
に

発
信
し
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
人
口
減
少
の
影
響
を
や
わ

ら
げ
村
を
活
性
化
さ
せ
、
ま
た
、
経
済
効
果
の
面
か
ら
も
交
流
人

口
を
増
や
す
こ
と
は
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
関
川
村
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
を
関
川

村
で―

―

。
交
流
か
ら
移
住
へ
。
村
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
で
す
。
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空き家バンク　物件募集中

・「売りたい」空き家をホームページで紹

　介します。

・購入希望者には村内の協力業者が仲介し

　ます。

・空き家バンクの登録物件を購入してリフ

　ォームする場合は100万円まで助成し、

　売買を促進します。

　総務課企画財政班　☎ 64−1476

シンポジウム（学習会）　６月下旬予定

・テーマは移住者受入れの体制づくり

・地域おこし協力隊の活用法など

　総務課企画財政班　☎ 64−1476

地域おこし協力隊の導入
・大都市圏から過疎地域に生活拠点を移し

　て、地域おこし活動をしながら定住を図

　る地域おこし協力隊の導入

　総務課企画財政班　☎ 64−1476

奨学金の一部免除制度
・大学を卒業して奨学金を返還する間に村

　に戻った場合、貸与した奨学金の一部を

　免除

　（例）毎月５万円を貸与した場合は、こ

　の内２万円の返還を免除。平成28年４月

　以降の貸与者が対象

　教育課学校教育班　☎ 64−1491

Ｕ・Ｉターン 村の主な施策


